
NPO法人見沼の里

かつて神沼と呼ばれた

見沼田んぼを自然と
共生する田圃へ

～自然と共に育む稲づくり～



1 .日本の農業の現状

⽇本の農業⼈⼝

約1 1 6万⼈
全⼈⼝の約１％

平均年齢69歳

農業従事者の

平均引退年齢

74歳

農業従事者の 
7割以上が

65歳以上
の⾼齢者



新規就農者数

約3万⼈

2030年の農業人口

約74万⼈(約40万⼾）

1 .日本農業の現状

5年後に日本の⻝糧を支える
農業従事者は…

激減の危機！

離農者数

約6万⼈



日本の⽶農家の

95％
1 0㏊未満の
小規模農家

かつ赤字経営

さいたま市では 
1 0㏊以上の
農家はたった

1 1 戶
(全体の0.4％）

2.⽶農家の実態
農家の内約7割が
米農家

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
農家の内米農家が7割を占めている　田圃面積1344千ha(内有機比率0.5％）




⽶卸売価格の低下

現状の⽶卸価格

200円/㎏
vs

経費(報酬及び
減価償却費含まず）

250円/㎏

標準反収8俵（約500キロ）
と仮定した場合…

1 反当たりの収⼊
収⼊＝ 1 0万円
経費＝ 1 2 . 5万円
（しかも無報酬…）

2.⽶農家の実態

赤
字

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１反は千平米300坪　播種から稲刈りまでおよそ半年かかります。



その答えは見沼田圃にある！

我々は何故米作りを
始めたのか？



１２６０ha
東京ドーム
２７０個分



上⼭⼝新⽥地区約1 2 ㏊

（うち約2㏊が有機栽培に転換）

見沼田圃全体面積

1 2 6 0㏊
田圃76㏊(6％）
畑 (約50％）
その他は宅地等

⾒沼⽥んぼ消滅の危機

3.見沼田んぼの現状

⽥圃の宅地化や

畑への転換が進⾏
（⽥圃が消滅）

慣⾏農業

（農薬や除草剤の使⽤）

→⾃然環境(⼟壌)の劣化

⽣態系への悪影響

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ミツバチがいなくなります！東京ドーム16個分



⽴地の良さ
（大宮、浦和、

さいたま新都心に近い）

→消費者が⽬の前に

(都市近郊型農業により

地産地消が可能）

4. ⾒沼⽥んぼの利点

田圃の区画が大きく

集約化が可能

→効率的な事業経営
が可能

特筆すべき景観
（写真家の有数の
撮影スポット）



江戸時代から約300年続く 
神沼と呼ばれた⾒沼⽥んぼ

5.我々の取り組み

見沼田んぼを
都市近郊型有機稲作
のモデル地区として
再生・護持を目指す

無農薬
自然栽培により
自然環境を護る



無農薬有機栽培のお⽶
平均売価700円/㎏以上 年間収⼊約350万円/ 1 h a
慣行農業のお⽶

平均売価200円/㎏

経費約1 ２５万円/1 ㏊

＋
市場経費(物流費及び流通マージン＝販売額の約5割）

3 .5倍
年間収⼊約1 0 0万円/1 h a

無農薬、自然栽培による
見沼田圃の⽶作りを

ブランド化

6. 解決策

収支＝約50万円

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１haは３０００坪　１万㎡



見沼田んぼを

ブランド化
1. 有機栽培の産地へ
2. ⽣態系を守り、⾃然と共⽣する⽶作り

を推進

3. ⾷の安全を志向する消費者への直販

を推進

4. 地産地消の⽶づくりを推進

6. 解決策



かつて神沼と呼ばれた⾒沼⽥んぼ…

無農薬⾃然栽培で

いやしろ地へ
次世代が継承できる農業(稲作）の

姿を⽬指して…

7.期待される成果



経済的に持続可能な
農業を実現

更なる価格向上の期待
1 0 0 0円/㎏→収⼊500万円/㏊

7.期待される成果



既存機械設備の⽼朽化への対応と

⾼齢化による後継者問題の解消
既存農家の機械設備(平均20年以上）

⽥圃の集約化に伴い

処理能⼒(⽯⾼)の⾼い

籾摺り乾燥設備を設置する必要性

（ライスセンター設置の必要性）

8.今後の課題

⾒沼⽥んぼを護持し、次世代が持続可能な農業を
実現するために



9.我々が目指すゴール

見沼田んぼの
活性化

⽣態系を護り
⾃然と共⽣

持続可能な

農業を実現
∼次世代に繋ぐ

⼤きな懸け橋に∼



生業となる⽶作り（計画案）

耕作面積／反／a

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
魚沼産コシヒカリ　キロ2000円



仲間を募集しています！
ご意見もどうぞ

NPO法人見沼の里HP
minumanosato.com



由井寅子講演会
【プログラム】
司会：水野清重

09:30 受付開始
09:50 寅子先生入場
10:00 – 10:15 開会挨拶
見沼の里ご案内
10:15 – 11:45 講演（事前
に頂いた質問への回答含む
） ※1時間30分（90分）
11:45 – 11:46 閉会挨拶
11:46 – 11:50 集合写真
（希望者のみ）
11:50 – 12:00 会場撤収
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